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第 77回埼玉県中学校英語弁論大会の開催について（お願い） 

 
このことについて、下記のとおり開催いたします。 
つきましては、関係職員及び生徒の参加につき格別のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

記 

 
１ 日  時  令和７年１０月８日（水）午前９：２０～午後４：００ 
２ 場  所  さいたま市浦和コミュニティセンター 

（〒330-0055  さいたま市浦和区東高砂町11-1 TEL 048-887-6565） 
JR京浜東北線「浦和駅」東口下車徒歩約５分 

３ 主  催  埼玉県英語教育研究会 
４ 共  催  読売新聞社 
５ 後  援  埼玉県教育委員会  さいたま市教育委員会  
６ 趣  旨  （１）国際性豊かな青少年を育てるために、国際語である英語を熟達させるとともに、広く

その普及を図り、あわせて日本文化の発展ならびに国際親善に寄与する。 
        （２）中学校生徒の英語の話し方・聞き方能力の向上を図ると共に、諸言語活動の発表の場

とする。 
７ 審 査 員（予定） 

大東文化大学教授    靜     哲  人  先生 
埼玉大学教授    及  川       賢  先生 
大東文化大学准教授   淡 路 佳 昌  先生 
埼玉大学准教授    奥 住  桂  先生 
埼玉大学英語教育開発センター教授  S t a c e y  V y e  先生 
埼玉大学英語教育開発センター准教授 L e a n d e r  H u g h e s  先生 
東京理科大学講師    D e b j a n i   R a y  先生 
埼玉県県民生活部国際課国際交流員  B e t h a n y  P a j u  先生 

 
８ 日  程 
 

 
※ただし、進行上、時間を変更することがありますので、ご了承ください。 

 
９  大会諸規定 
（１）参加資格  高円宮杯第77回全日本中学校英語弁論大会に準じ、埼玉県内の中学校（インターナシ

ョナル・スクールやアメリカン・スクールなどを除く）に在籍する生徒で、校長が推薦
し、規定による地区予選を経た生徒とする。各支部の代表者数は次を上限とする。 

     ＜参加資格のない生徒＞ 
      ①満５才の誕生日以降に、通算１年以上または継続して６カ月以上、英語圏（英語を(ｱ)第一言語、 

または(ｲ)公用語、または(ｳ)公用語に準ずる言語として使用する国・地域（注））に居住した者。 
   ②日本国内、海外を問わず、英語以外の教科に関し、実態として英語による教育を行っている学校  

（アメリカン・スクール、インターナショナル・スクール、または教育科目の半分以上を英語で  
行っている学校を含む）に６か月以上在籍したことのある者。 

      ③保護者または同居家族に、家庭内で英語を主たる言語として使用している者がいる場合、または  
英語を上記①の(ｱ)～(ｳ)として習得した者がいる場合。 

      ④過去に高円宮杯中央大会にて１位～３位までに入賞した者。 
   注：居住経験のある国・地域が「英語圏」に該当するかどうかについては、高円宮杯のホームページ

をご参照ください。該当する国・地域の一覧が掲載されています。ご不明な点は高円宮杯事務局
にお問い合わせください。高円宮杯事務局（TEL：03-3217-8393 平日 13:00～18:00 ） 

（２）論  題 自由（弁論内容は生徒自身の意見・主張をまとめた未発表のものとする。ただし、今年

9:20～ 9:35 受 付      
9:40～10:00 開会行事      

10:10～12:30 予選の部      
12:30～13:30 昼食・休憩 

13:30～14:20 決勝の部 
14:20～14:50 審査・休憩  
14:50～15:30 閉会行事 
15:30～16:00 諸連絡等 

 
さいたま市 

北足立 

南部 

北足立 

北部 
入間 比企 秩父 児玉 大里 北埼 埼葛 合計 

参加者数 ６ ７ ４ １１ ２ ２ １ ３ ２ ８ ４６ 

様 



度の高円宮関連大会で発表したものはその限りではない。剽窃は厳に禁止する。引用は
それとわかる表現により明示する。これらに違反した場合、失格とする。） 

（３）制限時間等 ５分以内とする。拡声器は使用しない。また、視覚に訴える道具の使用及び過度な演出・
演技は禁止する。演壇の前及び横に出てスピーチをすることは原則禁止とする。但し、
身体的理由等でやむをえない場合は考慮する。 

（４）審査方法 午前中に２ブロックに分けて予選を行い、午後に各ブロックの上位４名（計８名）で決
勝を行う。審査項目は３項目（内容・英語力・表現）。Vote Point制で審査します。 

 

（５）申込期限  令和７年９月２６日（金）必着 
 
（６）申 込 先 深谷市立明戸中学校   英語科  直井 海斗 

〒366-0016 深谷市新井１８  TEL: 048-571-0869 メール: aketo-j@aketo-j.ed.jp 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（７）表  彰    ○第１位～第８位まで（決勝進出者）を入賞者とし、賞状を授与する。 
○第１位～第３位の者は、本県代表として高円宮杯第 77 回全日本中学校英語弁論大会 
中央大会への出場資格を得る。 

 
10 付  記     埼玉県教育委員会  後援承認番号 教 義 指第  242号（５月16 日付け） 

 さいたま市教育委員会  後援承認番号 教 学 教 指第1519号（５月27 日付け） 
 

○発表順等は、当日のプログラムで確認してください。公平を期すため、事前の問い合わせには、
一切お答えすることはできません。 

○駐車場については一般の利用者や近隣の方の迷惑となるため、当日の利用はできません。    
公共交通機関を利用してのご来場をお願いいたします。 

 

 

           中学校    氏名                  
 

第７７回埼玉県中学校英語弁論大会申込用紙 
 

下記の生徒の出場を申し込みます。(用紙が不足の場合には、コピーしてご記入ください。) 

※地区予選で順位がある場合は、その順位を必ず記入してください。 
 

生徒氏名（漢字） ローマ字 学年 学校名 タイトル（大文字･小文字も正確に） 順位 

   
  立 

   中学校 
  

   
  立 

   中学校 
  

   
  立 

   中学校 
  

 

 

 

※申込注意事項  ○各代表生徒の指導教諭または各班の理事は、下記の申込書を記入し、各支部事務局長宛

に送付する。 

○各支部事務局長は、申込書を集約し、上記宛に郵送する。 

○各地区代表生徒の指導教諭は９月２６日（金）までに、弁論原稿を６０部、上記申込先に

送る(期限厳守)。また、弁論原稿をPDFのデータにして上記申込先の直井先生のメール

アドレスに送付する。PDFのタイトルは「学校名・生徒氏名」にする。 

※今年度より引率者（保護者・教職員等）への弁論原稿配付は紙面で行わず電子データと

し、当日配付する。参加生徒については例年通り紙面での配付とする。 

○原稿体裁上の学校名・学年・氏名は和洋両式で書く。 

○用紙はＡ４サイズ、縦版の横書き片面１枚とし、手書きは不可とする。 

（スピーチ 

原稿上部 

の記載例） 

 

 

 

 

 

 

 

Shirako Hatoko 3rd grade 
Magatama Junior High School 

My Favorite Character is “Kobaton” 

 


